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はじめに 
 

令和 2 年、3 年と 2 年にわたって、文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・

安全課が募集する「女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業」の「女性の学び

サポートフォーラムによる普及啓発事業」に、「女性のためのリカレント教育推進協議会」として応募

し、採択を受けて事業に取り組んだ。 
令和 2 年の応募時には予想していなかった新型コロナウイルス感染症の蔓延により、リカレント

教育は非常に大きな影響を受けた。それまで対面で行ってきたリカレント教育課程の授業も、地域

によっては延期、あるいはすべてをオンラインによる発信を余儀なくされた。それぞれの大学が培

ってきた授業方法を応用・工夫し、この危機的な状況下において何とかリカレント教育を継続し、当

該事業を推進することに力を注いだ。 
コロナ禍のもとでリモートワークが急速に普及したことにより、今までは通勤に当てられていた時

間を、学びの時間に振り替えることができるようになった。そうした状況もあって、リカレント教育への

関心は一段と高くなってきたと感じる。文部科学省の主導で開設された学びのためのプラットホー

ム「マナパス」の利用数も急激に伸びた。人生 100 年時代を迎え、学びの必要性を感じながらも、

なかなか時間が作れない状況が、リモートワークの普及によって改善された面もあった。 
また、学びの方法も、コロナ禍の影響によって多様化した。オンラインの授業は、今まではオンデ

マンド形式によるものが多かったが、リアルタイム・オンライン授業が急速に普及した。従来リカレン

ト教育を行う機関がなかった地域に対しても、学びの機会を広く提供することとなり、国内外のあら

ゆる場から、必要に応じリカレント教育が受けられるようになったとも言える。 
しかし、相変わらずリカレント教育という、社会人の学びの課程を大学が設置していることに対す

る認知が、十分には一般に浸透したとは言えない。令和 4 年に、同様の事業の募集はないが、こ

の事業のまとめを行っている現在において、リカレント教育がどのような受講生に対して、また修了

生を受け入れる企業などに対して、どのような効果をもたらすのかを、広く認知を得る必要を強く感

じる。 
経済界と大学間で進めている、デジタルあるいはグリーン分野での、リスキルを主眼とする教育も

重要ではあるが、女性が社会参画を続け、マネジメント職として活躍することをサポートするリカレン

ト教育を、「女性のためのリカレント教育推進協議会」は、さらに強く推し進めていかなければならな

いと考える。 
 

                        女性のためのリカレント教育推進協議会会長 
                        日本女子大学生涯学習センター所長 

日本女子大学現代女性キャリア研究所所長 
                                      坂 本 清 恵 
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１．本事業の趣旨・目的 

１．１ 応募の背景と動機 

 
女性のためのリカレント教育は、女性の仕事のうえでの社会的活躍を推進し、労働力不足

を改善し、持続社会を実現するために必要不可欠であり、その拡充進展が重要である。申請

組織である「女性のためのリカレント教育推進協議会」の設立の趣旨は、「女性のためのリ

カレント教育」に対しての社会的な認知を得るための啓発活動を行うことと、産官学をはじ

め経済界など、諸方面に「リカレント教育」についての理解と支援を願う活動等を展開する

ことである。これが、この事業の目的に合致しているところから、昨年に引き続き、応募を

行うこととした。本年度は、リカレントプログラムを運営している協議会参加大学と、女性

のキャリア研究を行っている日本女子大学現代女性キャリア研究所が連携してこの事業を

推進する。協議会の 7 大学のうち「多様なチャレンジに寄り添う学び・社会参画支援モデル

を構築するための実証事業の実施」に採択された協議会参加大学もあり、この事業との連携

も行う予定である。女性がリカレント教育を受けるためには、受講環境を整えることが最も

重要である。女性自身が学びを志しても家族が後押ししてくれない、勤め先が理解してくれ

ないなどの理由で断念をせざるを得ない状況は未だに続いている。 

2020 年度の事業では、Ⅰ.ネットワーキング構築のための連続講座の開催と、Ⅱ.リカレ

ント教育啓発イベントの開催を行った。課題としてあげていた、リカレント教育が地域的に

よっては受けられないという問題があったが、これについては、コロナ禍の奇貨により遠隔

授業が一気に浸透し、解消したといってよい。 

リカレント教育がなぜ必要なのかを社会全体で共有できるよう、地道な普及啓発活動を

前者Ⅰでは、受講者にとって、いつからでも学べること、学ぶべきことを正確に把握する契

機になったと評価できる。対面によらない連続講座の実施になったが、オンラインのブレイ

クアウトセッションを利用して、全国の方々との意見交換が行えたところに参加者の満足

度が高く、ネットワーク構築の一助とすることができた。 

後者Ⅱでは、キャリアアップ、キャリアチェンジ、再就職を目指す女性に対して、リカレ

ント修了生との交流を目途とした、オンラインイベントを関西発と東京発で開催した。主に

リカレント教育をこれから受講しようと考える人にとっては、多彩なロールモデルとの交

流できる機会は貴重で、学びの必要性を強く認識し、自身の学びへの決意を促す効果がみら

れ、リカレント教育受講の動機付けとしては最も効果があがった。総括として「コロナ時代

のリカレント教育」についてのシンポジウムを開催し、第 1 部では協議会 7 大学の 2020 年

度の取り組みを報告、第 2 部ではアフター・コロナのリカレント教育についての提言と討

議、第 3 部では意見交換を行った。参加者は、国会議員、市議会議員などの政治家、リカレ

ント教育に関心をもつ、大学ほか全国の教育関係機関、日本経済団体連合会加盟企業、東京

商工会議所会員企業、さらに北陸経済団体連合会、行政機関としては静岡県庁、酒田市役所

などであった。行政の立場からは、女性人材を流出させることなく、それぞれの地域で活躍
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させる施策としてリカレント教育の重要性を認め、参加された。広くリカレント教育の現状

を伝えるとともに、今後のあり方を示す機会となったことを評価できる。これからリカレン

ト教育課程の設置を目指す教育機関に対しては、7大学の多様な取り組みを紹介することに

なった。 

このような取り組みからさらなる啓発活動の必要性を確認できたため、令和 3 年度も重

ねて応募するにいたった。 

 
１．２ 本事業の目的 

 
〇女性のためのリカレント教育への認知向上 

 産学協議会報告書「Society 5.0 に向けた大学教育と採用に関する考え方」 （2020 年 3

月 31 日公表）では、リカレント教育の充実が取り上げられ、リカレント教育プログラムに

関する情報発信や広報体制の強化が謳われているものの、ここでいうリカレント教育は、い

わゆる AIやデータサイエンスなど高度技術に関わる部分でのもので、女性の復職やキャリ

アアップに関わるものについてではない。そこで、第一の目的は、女性活躍のためのリカレ

ントについても議論の俎上に載せて行くためにも、社会にその内容を理解し、その活用につ

いて検討していただくための啓発活動を行うことにある。 

〇多様なリカレント教育目的への理解 

 初期の「女性のためのリカレント教育」は、女性のライフステージによって生じる離職か

らの復帰に重きが置かれてきた。それに、女性の管理職や、職場でのリーダー育成が加わり、

働く女性のスキルアップ、ブラッシュアップの講座運営が加わった。第二の目的は、女性の

リカレント教育が多様になっていることを、受講側の女性に対しても、女性を受け入れる企

業に普及浸透させる必要がある。さらには、キャリアアップや働き続けるためには女性に限

らず、働くすべての人にリカレント教育が必要性であることも同時に浸透させることが重

要である。 

〇選択可能なリカレント受講方法への理解 

 2020 年度はコロナ禍により、リカレントプログラムの運営が大きく変化し、これまで  

進まなかったオンライン授業が急速に浸透し、いつでもどこでも学べる環境が、提供側にも

受講側にも確立してきた。第三の目的として、多様な受講形態のリカレント教育が始まって

いることを周知徹底し、リカレント教育を社員教育とし利用可能であること、さらには、   

リカレント修了生を採用してくださる企業の拡大に向けての普及啓発活動を行う。 

 

１．３ 本事業実施による成果・効果 

 
① 女性のみならず、リカレント教育による学びが、人生 100 年時代に即した、常に学び、

働き続ける社会への土壌づくりとなる。 
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② 家族をはじめ、採用企業にも理解してもらうことにより、女性が新たに体系的な学びを

するためのリカレント教育が存在することを広く浸透させることができる。自らの職業生

活を充実させるために、エンプロイアビリティを磨いて新たな活躍を目指している女性自

身に対して、新たな学びのチャンスを提供することができると考える。さらなる学びの受け

皿としての大学運営のリカレントプログラムがあることも広く広報していくことも可能で

ある。 

③ 新卒の採用がむずかしい、あるいはすぐに実践力となる人材の確保を願う中小企業の労

働力不足に対して、新たな職業にチャレンジするために、充実した学びをするためのリカレ

ントプログラムを運営する大学があることを伝えることに繋がる。 

④ 企業に対しては、大学とコラボレートすることにより、リカレントプログラムへの社員

の派遣を行うなど、社員の能力の活性化に繋がる。対象企業としては、独自の再教育制度を

持たない中小企業とするため、日本商工会議所会員企業へ広報を行い、企業の福利厚生や休

職制度、サバティカル制度を利用した社員のリカレントプログラム活用により、必要な知識

や技能を修得することの利便性を伝えることができる。 

⑤ リカレント教育課程の設置を考えている教育機関に対して、協議会 7大学をはじめとす

るすでに運営をしているプログラムの実態とその効果を紹介することにより、地域や目的

に合わせた新たなプログラム構築に寄与することができる。 

⑥ 遠隔授業を通して、異なる地域でのリソースを共有することも可能になり、リカレント

教育をすでに運営している機関どうしでもお互いのプログラムの補完が可能になり、また

新たにリカレントプログラムを立ち上げる機関への後押しができる。 

 
１．４ 目標、測定する指標 

 
① ４．実施報告Ⅰ、５．実施報告Ⅱ、６．実施報告Ⅲで示すイベントごとに参加者に対し

て、イベント終了後にアンケート調査を実施し、事業に対する評価をしてもらう。 
具体的な数値目標としては、４．実施報告Ⅰの「リカレント教育修了生によるパネルディ

スカッション＆参加者との交流イベント」の開催については、各地域でこれからリカレント

教育を受講しようと考える女性、それぞれ 50 名以上の参加を目標とする。５．実施報告Ⅱ

「企業とのコラボレーションによるシンポジウム」については、シンポジウム登壇を含め、

参加企業参加企業 10 社を目標とする。また、日本商工会議所にご協力いただき、少なくと

も３地域の商工会議所からの参加を目標とする。６．実施報告Ⅲ「全国フォーラム「コロナ

時代の女性の教育と就労支援」については、15 都道府県からの合計 80 名以上の参加を目標

としたい。 
② イベントの受講者には、受講前、受講後のアンケート調査を行い、イベントが受講者の

意識啓発にどのような役割を果たしたのかを検証する。指標としては以下の点を明らかに

していく。 
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・女性自身がリカレント教育の必要性について気づきを持てたかどうか 
・女性が自身のエンプロイアビリティを高めるためにどうしたらいいのかを確認できたか

どうか 
・受講者がイベントを通し、自己効力感を高められたかどうか（自己効力感とは、自分には

できるという「遂行可能感」のこと）については、特性的自己効力感尺度(成田他、1995)を
用いる。 
・リカレントプログラムの意義やその効果が企業に理解されたかどうか 
・企業がリカレント教育の受講生の採用を検討する契機となったかどうか 
・企業が社員に対してリカレント教育を受講させる契機となったかどうか  
・それぞれの地域にリカレント教育の活用を促す契機となったかどうか 
上記の項目に関しては 5 段階評定法を用いて測定し、参加者に対して行う、受講前と後の

向上度や満足度の平均点を t 検定分析(10％有意確率)でその効果を確認する。5 段階評価で

は、3 以上になれば、それぞれの効果が認められてと考える。 
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２．実施体制 

２．１ 組織の全体構成員 

氏  名 所 属 ・ 役 職 等 備考欄 

女性のためのリカレント教育推進協議会・日本女子大学現代女性キャリア研究所 

坂本 清恵 

日本女子大学  

生涯学習センター所長 

現代女性キャリア研究所所長 

協議会 

会長 

大内 章子 
関西学院大学 

女性活躍推進研究センター長  

協議会 

会計監査 

小川 智由 
明治大学 

社会連携機構副機構長 
 

野依 智子 
福岡女子大学 

国際文理学部教授  
 

中山 玲子 
京都女子大学 

副学長・特命副学長・地域連携研究センター長  

協議会 

副会長 

加藤 千恵 
京都光華女子大学 

副学長・女性キャリア開発研究センター長  
 

風間 ふたば 
山梨大学 

副学長 地域人材養成センター長 
 

鈴木 紀子 日本女子大学現代女性キャリア研究所客員研究員  

盧 回男 日本女子大学現代女性キャリア研究所客員研究員  

御手洗 由佳 日本女子大学現代女性キャリア研究所客員研究員  

 

２．２ 事業推進担当者 

氏  名 所 属 ・ 役 職 等 備考欄 

坂本 清恵 
日本女子大学  

生涯学習センター所長・現代女性キャリア研究所所長 
協議会会長 

事事務務担担当当  
氏  名 所 属 ・ 役 職 等 備考欄 

女性のためのリカレント教育推進協議会幹事校 

茂木 知子 

日本女子大学  

通信教育・生涯学習事務部  

生涯学習課リカレント教育課程担当課長 

協議会 

事務局長 

藤井 路子 
日本女子大学  

通信教育・生涯学習事務部 生涯学習課係長 
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実実施施組組織織図図  

 
 
 
３．実施スケジュール 

  
申請を行った時点では、西日本の修了生との交流会を 7 月に、東日本の修了生との懇話

会を 9 月に予定していたが、「企業とのコラボレーションによるシンポジウム」が新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大による緊急事態宣言が延長し、準備が整わないこともあり、8 月

の実施を断念し、12 月まで延期をすることにした。 
 また、修了生との交流イベントについても、西日本と東日本とで、日時を別にして開催す

る予定であったが、上記のシンポジウムの延期などにより、西日本独自での企画運営が難し

いことから、東西の交流イベントを幹事校である日本女子大学が運営を行うこととした。 
2 回に分けての交流イベントの開催が難しいことから、7 月 24 日の午前に西日本、午後

に東日本の交流会を開催することに計画を変更した。 
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事業項目 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

HHPP・・SSNNSSででのの広広報報
事業の広報と啓発活動

①パネリストの決定
②参加者募集の広報
③シンポジウムの開催   ●

①西日本の報告者の決定
②参加者の募集広報
③イベントの開催 ●
④東日本報告者の決定
⑤参加者募集の広報
⑥イベントの実施  ●  

①講演者・イベント内容の決定
②参加者募集の広報
③イベントの開催 ●
報報告告書書のの作作成成
アンケートの分析
報告書のまとめ・印刷

「「ポポスストト・・ココロロナナににおおけけるる企企業業ととののココララボボレレーーシショョンンにによよるるシシンンポポジジウウムム開開催催」」ススケケジジュューールル

２２．．リリカカレレンントト修修了了生生ととのの交交流流イイベベンントトのの開開催催

１１．．企企業業ととののココララボボレレーーシショョンンにによよるるシシンンポポジジウウムム開開催催  

33．．全全国国フフォォーーララムム「「ココロロナナ時時代代のの女女性性のの教教育育とと就就労労支支援援」」のの開開催催
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４．実施報告Ⅰ 

「リカレント教育修了生によるパネルディスカッション＆参加者との交流イベント」 

 

４．１ イベント概要 

● 開催目的 
本事業は、令和３年度「女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業」と

して実施した実証事業及び普及啓発事業「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーショ

ンによるリカレント教育普及啓発事業」におけるキャリアアップ、キャリアチェンジ、再就

職を目指す女性に向けたオンラインイベントである。 
イベントの目的は、リカレントプログラム受講希望者に対して、そのロールモデルとなる

修了生からリカレント教育修了後の効果や就労状況などについて経験談等のパネルディス

カッションを行うことにより、リカレント教育への理解を深め、受講を促すことである。さ

らに、東日本地区会員校と西日本地区会員校に分かれて、修了生と参加者が質疑応答をする

ことにより交流を深めることも目的とする。 
 
● 開催日時   

午前の部（ 西日本地区会員校） 午後の部（ 東日本地区会員校） 

日 付 2021 年 7 月 24 日（土） 

時 間 10:00 ～12:00 13:30 ～15:30 

登壇する修了生の出身プログラム

（実施校） 

関西学院大学、福岡女子大学、 

京都女子大学、京都光華女子大学 

日本女子大学、明治大学 

 
● イベントプログラム 
① 修了生によるパネルディスカッション 

リカレント教育プログラムの修了生より在籍中の学びで工夫したこと、リカレント教育

の効果、修了後（再就職・進学等）の状況などの体験談をうかがう。 
  
② 修了生と参加者との交流 

ブレイクアウトルームを利用し、参加者から登壇者への質問など、交流を図り、リカレン

ト教育プログラムの実際の様子について理解を深める。 
 

● 対象 
① 協議会会員校にて現在リカレント教育を受講中の女性 
② 育児休業・介護休業等からの復帰のためのスキルアップを考えている女性 
③ 社内におけるキャリアアップ、転職、起業など次のステップに進むために学びが必要だ

と感じている、リカレント教育に興味のある女性 
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● 参加形態  
zoom を使用したオンラインによるリモートでの参加（全国から、育児・介護中の方も受

講可） 
 
４．２ アンケート結果報告 

 
2021 年 7 月 24 日（土）に開催した「リカレント教育修了生によるパネルディスカッシ

ョン＆参加者との交流イベント」では、参加者 90 名（午前・午後合計）のうち、交流イベ

ント前アンケート回答者 24 名と交流イベント後アンケート回答者 29 名のうち、イベント

参加前と参加後の回答者が一致した調査結果のみを分析した。効果を測定したところ、残念

ながら回答数が少なく、その統計学的根拠(有意確率)が低かったため、以下では、イベント

参加後のアンケート調査の結果をまとめることとした。 
 

① その年代別に見ると 40 代が約 6 割を占めている。 
② 職業別にみると、「主婦・主夫」と「学生」を合わせると 8 割を占め、「会社員」は 1 割

程度であった。 
③ 今回のイベントへの参加目的を聞いたところ、「再就職・転職を考えている」が 65.5%と

最も多く、次いで「次のステップのために学びが必要だと考えている」が 44.8%、「新たな

チャレンジを考えている」が 41.1%、「リカレント教育について知りたい」が 37.9%、「幅広

い知識を身につけたい」が 27.6%、「キャリアを振り返りたい」が 20.7%となっている。さ

らに、その他の回答に「社内でのキャリアアップを考えている」、「育児休業・介護休業から

の復帰のためにスタートアップ起業を考えている」、「推進協議会会員校のいずれかでの受

講を検討している」、「（企業など）女性のキャリアアップ、育成に力を入れている。または

興味を持っている」といった声が確認された。 
④ 評価に関しては、今回のイベント参加でリカレント教育への関心度が高まった人は「大

いに高まった」と「やや高まった」を合わせて 100%であった。また、同様に「リカレント

教育を受けたいか」という設問についても、「大いに受けたいと思った」と「やや受けたい

と思った」を合わせると 100%になっている。「リカレント教育についての理解の深まり」

及び、リカレント教育の必要性の項目についてもそれぞれ 100%の賛同を得た。 
このイベントを通して、「女性が自身のエンプロイアビリティ（労働市場価値を含んだ就

業能力）を高めるためにどうしたらいいのか理解が深まりましたか」という設問については、

「大いに理解が深まった」と「やや理解が深まった」という回答が 9 割を占めた。 
今回の普及啓発イベントに参加して、自分のキャリアアップを考えるきっかけとなった

と回答した人（「大いになった」と「ややなった」の合計）の割合が 100%、イベントで知り

たかったことについての満足度（「大いに満足している」と「やや満足している」の合計）

も 93.0%と高い評価が示された。 
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このように本イベントに参加する前と参加した後では、リカレント教育への関心を高め

るとともに、自身のキャリアアップや就業能力の向上についての意識づけにも寄与した様

子がうかがえる。 
 
 
 
 
 
オンライン参加者の様子 
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コーディネーター所感 

 

 「４．２ アンケート調査の結果報告」における本イベントの高い評価の最大の要因は、

加盟校リカレント教育修了生であるパネリストの皆様の思いの強さに支えられた事前準備

と当日の話の内容、話す姿勢であると考える。入念な事前準備をしてくださった修了生の皆

様に感謝を申し上げたい。 
コーディネーターとして心がけたことは、(1)リカレント教育受講の目的、苦労や工夫、

(2)学び続けることによりどう将来を拓いていったのか（拓いていこうとしているのか）を

具体的に引き出すことである。 
参加後アンケートのコメントも参考に、本イベントの効果として、「リカレント教育への

理解と受講の促進」、「多様な学びとロールモデルに触れる機会」、「会社や職種を超えた働く

女性の交流・出会いの場」を挙げる。 
 
①「リカレント教育への理解と受講の促進」 

加盟校リカレント教育修了生であるパネリストの皆様の思いの強さに支えられた事前準

備と当日の話の内容、話す姿勢から振り返る。 
具体的には、「後に続く女性たちの役に立ちたいという思い」、「自分のことだけで満足せ

ず、女性が活躍できる社会を共につくっていきたいという思い」の強さである。その強い思

いがあるからこそ、仕事や家庭の日常業務の忙しさのなかで、時間をつくり、当日に伺った

話の 5 倍以上にも及ぶ文章量の伝えたい、話したいことを事前に準備して当日に臨んでく

ださったのであろう。そして当日は、過去の経験や将来のキャリアプランを自信あふれる表

情で語ってくださった。 
その話の内容と姿勢は、リカレント教育の受講を検討されている一般の方および加盟校

リカレント教育の受講生、リカレント教育普及に携わる行政、教育機関等の関係各所の方々

に、大学で学び直す意味・価値、就業後にも学び続ける意味・価値を伝えてくれたと考える。

そして、本イベントの目的である「リカレント教育への理解を深め、受講を促す」ことにつ

ながったものと考える。 
参加後アンケートには、「申込みをするにあたり大変勇気が入りましたが、修了生の方の

体験や交流イベントでのお話しを伺い、思い切って参加し本当に良かったです。今回のイベ

ントにより一歩前進する力を与えて頂きました。」、「皆さんの話を聞いて、学びたい気持ち

が高まりました。とても良かったです。」というコメントがあった。一歩踏み出すこと、学

ぶことへの後押しにつながったことがうかがえる。 
②「多様な学びとロールモデルに触れる機会」 
 本イベントは、午前に西日本地区、午後に東日本地区と地区別に分け、オンラインにて実

施された。全国からの参加者がいたこと、加盟校でのリカレント教育の受講生が他地区の開

催・部にも参加できたことが、居住地を問わないオンライン実施のよさであろう。 
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参加後アンケートには、「他大学の修了生のお話も聞くことができ、本校との比較ができ

て参考になりました。また、受講時の状況や受講後の状況をうかがうことができ、夏休み以

降の自分自身の動きを考えるきっかけになりました。」、「他校のリカレント教育の内容も知

ることができておもしろかったです。卒業生の方のお話も興味深かったです。」、「リカレン

ト卒業後のロールモデルとして、多様な属性の皆さんのお話を伺えて、とても勉強になりま

した。」というコメントがあった。コロナ禍で各加盟校におけるリカレント教育受講生同士

の交流の機会も限られるなかで、多様な学びとロールモデルに触れる貴重な機会となった

ことがうかがえる。 
 
③「会社や職種を超えた働く女性の交流・出会いの場」 

本イベントは 2 部構成で実施された。 
前半は「加盟校リカレント修了生によるパネルディスカッション」を行い、修了生のリカ

レント教育での学びや修了後の活躍の話を中心に話を展開した。パネリストの皆様の、過去

の経験を現状からあらためて振り返った話、現在の仕事の苦労や課題にどう立ち向かって

いるかという生々しい率直な話を伺うことができた。 
後半は「パネリスト及び参加者との交流会」を、小グループに分かれて行った。修了生そ

れぞれのリカレント教育での学び方や再就職活動、各加盟校の特色のある学びについて、参

加者が自由に質問し、修了生が答えるスタイルで実施した。パネリストから率直な話を聞か

せてもらった後の少人数での交流会という流れだったため、かなり深い質問をしているグ

ループもみられた。 
また、グループファシリテーションを修了生であるパネリストが担っているグループも

あった。リカレント教育でのグループワークの経験や仕事での経験が垣間見られる、的確か

つ和やかなファシリテーションに、参加者も刺激を受けたものと考える。 
参加後アンケートには、「職種の違う人との出会いの場になると思います。ぜひこのよう

な企画を続けていただきたいです。」、「修了生のお話を伺う機会を頂けて有意義な時間でし

た。オンライン受講できる環境が整っているので、広く世の中にリカレント教育が浸透して

その価値が認められ、活用する機会がさらに増えていくと良いと思いました。」というコメ

ントがあった。本イベントが、全国で学び、家庭や職場で働く女性達の交流・出会いの場と

なったこと、そして今後への期待がうかがえる。 
学びにおける仲間や同士の存在の大きさは、パネリストの皆様が強調している。本イベン

トに参加したことで、参加者が学びにおける仲間や同士の存在を感じ、見えないつながりが

前進する力につながっていくこと、本物の仲間や同士を求めてリカレント教育の門をたた

く一歩につながることを願っている。 
（株式会社これあらた代表取締役／日本女子大学リカレント教育課程担当講師 冨山佳代） 
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５．実施報告Ⅱ【企業とのコラボレーションによるシンポジウム】 

「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」 

 
５．１ イベント概要 

● 開催目的 
各大学のリカレントプログラム修了生の就職支援や採用をいただいている企業様に、ス

テークホルダーとして、リカレント教育が企業でどのように評価されているのかについて

検証する。さらに、リカレント生の受け入れや、リカレントプログラムへの社員派遣の可能

性などの意見交換を行う。 
 

● 開催日時  
2021 年 12 月 18 日（土）／13：30～16：00 
 

● イベントプログラム 
① 基調講演１：「女性のためのリカレント教育への期待」 
         日本商工会議所理事・企画調査部長 五十嵐 克也氏 

基調講演２：「ダイバーシティ経営・女性活躍推進」 
       経済産業省経済産業政策局 経済社会政策室長 川村 美穂氏  

② パネルディスカッション 
【パネリスト】 キリンビジネスエキスパート株式会社 総務企画部 部長 小倉 保彦氏 

株式会社ジュン 経営企画 人事部・労務部 取締役 嘉野 敬介氏 
オムロンエキスパートリンク株式会社 前社長 久保 雅子氏 
株式会社アンサーノックス 代表取締役 渡辺 郁氏 

コーディネーター 株式会社これあらた代表取締役 冨山 佳代氏 
 
● 対象 
① 大学が開催するリカレント教育プログラムとの連携を検討される企業の方々 
② これからリカレント教育プログラムの設置を検討される大学関係者の皆様 
③ 官公庁のみなさま 
④ 大学が実施するリカレント教育に興味をもつ方々 

 
● 参加形態  
zoom を使用したオンラインによるリモートでの参加（全国から、育児・介護中の方も受講

可） 
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５．２ アンケート結果報告 

 

① 2021 年 12 月 18 日（土）に開催した「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーシ

ョンによるリカレント教育普及啓発事業」における「企業とのコラボレーションによるシン

ポジウム」では、参加者 91 人のうち、40 名からアンケート調査の回答を得た。  

   
   
② 調査回答者の性別は、女性が 33 人と 8 割を上回った。  

   
 
③ 年代別に見ると 40 代が約 5 割を占めていて、30 代と 60 代が各々15.0％であった。 
次いで 50 代(12.5％)、20 代(10.0％)の順であった。  

   
 
 
 

性性別別 NN==4400

度数 ％

男性 7 17.5

女性 33 82.5

年年代代 NN==4400

度数 ％

10代 1 2.5

20代 4 10.0

30代 6 15.0

40代 18 45.0

50代 5 12.5

60代以上 6 15.0

職職業業 NN==4400

度数 ％

会社員 8 20.0

教育関係 13 32.5

官公庁職員 4 10.0

主婦・主夫 3 7.5

学生 2 5.0

学生（リカレント教育受講生） 10 25.0
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④ 職業別には「教育関係」が 32.5％ともっとも多く、「学生(リカレント教育受講生含む)」
が 30.0％と続いた。次いで「会社員」が 20.0％であった。  

   
 
⑤ 雇用形態としては、回答者の 4 割が「正社員・正規職員」であった。「非正規社員・非正

規職員」と「自営業・家族従業者」と「無職」は各々17.5%と同数であった。  
   
⑥ 今回のシンポジウムに関する評価に関しては、下記のとおりである。  

   
今回のシンポジウムに参加してリカレント教育への関心度が高まった人は「大いに高  

まった」と「やや高まった」を合わせて 100%にのぼった。本シンポジウムを通して、リカ

レント教育への関心が喚起されたことがうかがえる。  

   
また、リカレント教育の必要性についても「大いに必要である」と「やや必要である」を

合わせると 100%であり、リカレント教育の必要性が認識されたことがうかがえる。  

   
 

雇雇用用形形態態 NN==4400

度数 ％

正社員・正規職員 16 40.0

非正規社員・非正規職員 7 17.5

業務委託・フリーランス 3 7.5

自営業・家族従業者 7 17.5

無職 7 17.5

リリカカレレンントト教教育育へへのの関関心心度度 NN==4400

度数 ％

大いに高まった 30 75.0

やや高まった 10 25.0

リリカカレレンントト教教育育のの必必要要性性 NN==4400

度数 ％

大いに必要である 33 82.5

やや必要である 7 17.5

自自分分ののキキャャリリアアアアッッププをを考考ええるるききっっかかけけ NN==4400

度数 ％

大いになった 28 70.0

ややなった 12 30.0
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今回のシンポジウムに参加して、自分のキャリアアップを考えるきっかけとなった人の

割合は、「大いになった」と「ややなった」と合わせて 100%であった。  

   
シンポジウムで知りたかったこと(詳しくは自由記述参照)についての満足度も、「大いに

満足している」と「やや満足している」を合わせると 97.5%と高い割合を示した。  
  
⑦ 下記の３問に関しては企業関係者の方のみに尋ねた質問である。  

   
さらに、リカレント教育を受けた人を採用したいかと聞いたところ、回答した企業関係者

9 人全員がリカレント教育を受けた人を採用したいと回答した。  

   
これから貴社の社員にリカレント教育を勧めたいかという問いに対しても、企業関係者 9

人全員が勧めたいと答えた。  

  
地域でのリカレント教育の広がりについても、全員がその広がりを望むようになったと

回答した。  
   
   
 

シシンンポポジジウウムムでで知知りりたたかかっったたここととへへのの満満足足度度 NN==4400

度数 ％

大いに満足している 28 70.0

やや満足している 11 27.5

あまり満足していない 1 2.5

リリカカレレンントト教教育育をを受受けけたた人人をを採採用用ししたたいい nn==99

度数 ％

大いになった 8 88.9

ややなった 1 11.1

貴貴社社のの社社員員ににリリカカレレンントト教教育育をを勧勧めめたたいい nn==99

度数 ％

大いに思った 6 85.7

やや思った 1 14.3

地地域域ででののリリカカレレンントト教教育育のの広広ががりりににつついいてて nn==99

度数 ％

大いに望むようになった 8 88.9

やや望むようになった 1 11.1
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⑧ 今回のシンポジウムの参加目的として、約半数の人がリカレント教育と企業との関わり

について理解することをあげていた。具体的には、「リカレント教育後の再就職について企

業の意見を聞きたい」や「リカレントと企業の繋がりを知りたい」といった声、実際のリカ

レント受講生を中心に、「企業側がリカレント教育に求めることを知りたい」等の声が多く

あげられた。  
また、リカレント教育について知識を深めたいとする意見も多く見られた。リカレント教

育の内容だけではなく、意義や現状、産官学の連携状況といったより深く、幅広い領域につ

いて関心のある層も一定数見られた。  
さらに、これから再就職する人や、リカレント教育の受講を希望する人、企業の女性活躍

推進の担当者などが、それぞれの状況や取り組みを参考にしたいと回答するなど、実践的な

ニーズも見られ、幅広い層での関心の高さがうかがえた。 
 

⑨ シンポジウムの感想・意見（自由記述・任意回答）としては、実際にリカレント修了生

を採用している企業の意見を聞くことができたという点において、評価の高さがうかがえ

る。特に、リカレント受講生や再就職を考えている層にとっては、企業の求める人材像を知

る機会となったとともに、企業のリカレント教育に対する期待の高さを感じ、安堵する声も

複数聞かれた。  
また、各大学で行われているリカレント教育の多様なアプローチへの関心の高さもうか

がえ、産官学の連携推進など今後のリカレント教育における発展に期待する声も聞かれた。  
受講生からリカレント教育における学びの姿勢に対する肯定意識や、意識の向上に繋が

ったとする意見などもあがり、リカレント教育受講生にとっても良い刺激になった様子が

うかがえる。  
今後ともリカレント教育の認知向上をはかるとともに、採用や産官学の連携に繋がって

いくような企業との連携協働の推進が求められる。 
 

コーディネーター所感 

 

本パネルディスカッションの目的は、各大学のリカレントプログラム修了生の就職支

援や採用をいただいている企業様に、ステークホルダーとして、リカレント教育が企業で

どのように評価されているのかについて検証すること、さらに、リカレント生の受け入れ

や、リカレントプログラムへの社員派遣の可能性などの意見交換を行うことであった。 
 

リカレント教育開設大学と企業の連携事例としては、従業員の講師派遣、連携プログラム、

寄付講座、インターンシップ、採用等がある。本パネルディスカッションには、採用、連携

プログラムで実績のある企業様 4 社がパネリストとして参加された。 
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パネリスト企業様からは、事前の打ち合わせ時より、リカレントプログラムやリカレント

教育修了生に対する信頼感と期待の高さを強く感じた。また、自社の女性活躍支援、ビジネ

スの発展につなげることを意図した連携に取り組むだけでなく、広くリカレント教育の普

及に貢献したいという思いもお持ちだった。 
 
 パネリスト企業様の期待や思いを受け、コーディネーターとして参加者の皆様に特に共

有したかったことは次の 3 点である。 
1. これまでのリカレント教育修了生の皆様が学びをいかして、組織・社会への貢献、実

績を着実に積み重ねていること、2. 連携企業様のリカレントプログラムやリカレント教育

修了生に対する信頼感と期待の高さ、3. リカレント教育開設大学に、学ぶ意欲と貢献意欲

の高い人材が集まっていることに一早く気づいた企業様が、先行して大学との連携を深め、

自社のビジネスに活かしていることである。 
 

 以下、パネルディスカッションで取り上げた 3 つのテーマ（採用、連携プログラム、リカ

レント教育普及）に沿って、話の要点を述べる。 
 
1 点目の採用については、2 社に話を伺った。 
正社員を継続的に採用している企業様より、リカレント教育修了生は、高い資質をもち、

就業経験でマナーとスキルを身につけ、向上心がある人材であることへの評価と、今後はリ

ーダーシップや組織変革への貢献も期待しているとの話があった。 
短時間勤務を含む多様な働き方での採用実績のある企業様からは、短時間でも成果を上

げるスキルを身につけた人材であることへの評価と、短時間勤務で仕事を分担していくに

あたって、組織として業務プロセスの可視化が進むという副次的な効果もあったとの話が

あった。 
 
2 点目の連携プログラムについては、2 社に話を伺った。 
リカレント教育開設大学からの委託で、県内企業間での従業員インターンシッププログ

ラムを展開している企業様からは、インターンシッププログラムに参加する女性のみなら

ず、受け入れ企業と送り出し企業の双方の組織にとっても効果が出ているとの話があった。

参加した女性の成果としては、県内企業や女性との社外ネットワークの構築、他社分析を通

じた自社や自身の業務への活用等が挙げられた。今後は、インターンシッププログラム参加

者同士でさらなるネットワークを発展させていくことを期待しているとの話もあった。 
リカレントプログラムのゼミナールへ課題提供を行っている企業様からは、リカレント

教育受講生の探求心と追究心の高さと自社事業への具体的な提言内容の質に対する評価が

話された。そして、リカレント教育受講生の取り組み姿勢と提言が、従業員にもいい影響を

与えているとの話があった。 
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3 点目のリカレント教育普及については、4 社に話を伺った。 
課題として、企業にとってリカレント教育開設大学との連携にはメリットがあるという

点が多くの企業には伝わっていないこと、リカレント教育への社員派遣に対して企業とし

てどう支援していくかの検討がまだなされていないこと、また、企業トップは価値を感じて

いて派遣に前向きだが直属の上司と本人が後ろ向きという事例があること等が挙げられた。 
普及につなげるためのリカレント教育プログラムに対する期待としては、現在のビジネ

ス環境に即した実践的な知識やスキルの習得だけに留まらず、自分の意見を整理して伝え

る機会をもつことや、ヒューマンスキルやコンセプチュアルスキルの向上を目指したプロ

グラム展開への期待が話された。 
 
最後に、前述「5.2 アンケート結果報告」より振り返る。 
参加した企業関係者のうち、参加後アンケートに回答した 9 人の回答をみる。リカレント

教育を受けた人を採用したいかという問いに対して、企業関係者 9 人全員がリカレント教

育を受けた人を採用したいと回答、これから貴社の社員にリカレント教育を勧めたいかと

いう問い対して、企業関係者 9 人全員が勧めたいと回答している。 
本パネルディスカッションで企業様が、リカレント教育とリカレント教育修了生に対する

評価について、具体的に話していただいたことが高い評価につながっていると考える。 
また、リカレント受講生や再就職を考えている層にとっては、企業の求める人材像を知る

機会となったとともに、企業のリカレント教育に対する期待の高さを感じ、安堵する声も聞

かれた。リカレント教育受講生・修了生の今後の新しいチャレンジへの後押しとなったと考

える。採用や連携プログラム等を通じた企業連携と産官学の連携が広がることを願う。 
 

（株式会社これあらた代表取締役／日本女子大学リカレント教育課程担当講師 冨山佳代） 
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基調講演① 日本商工会議所 
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基調講演② 経済産業省 
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パネルディスカッション参加企業資料 キリンビジネスエキスパート株式会社 

 
  

34



 

 

 

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」

５
実
施
報
告
Ⅱ

「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

35



 

 
  

36



 

 
  

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」

５
実
施
報
告
Ⅱ

「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

37



 

パネルディスカッション参加企業資料 株式会社ジュン 
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パネルディスカッション参加企業資料 オムロンエキスパートリンク株式会社 

 

 

44



 

 

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」

５
実
施
報
告
Ⅱ

「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

45



 

 
  

46



 

 
  

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」

５
実
施
報
告
Ⅱ

「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

47



 

 
  

48



 

 
  

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」

５
実
施
報
告
Ⅱ

「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

49



 

 
  

50



 

 
  

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」

５
実
施
報
告
Ⅱ

「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

51



 

 
  

52



 

パネルディスカッション参加企業資料 株式会社アンサーノックス 
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